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 １ アクション・プログラムの趣旨              
 

 

 本プログラムの目的は、北陸新幹線の開業や中部縦貫自動車道の県内全線開通な

ど、高速交通の「開通効果」を極力高め、県内全域にくまなく浸透させることです。 

 

 今春には、地域鉄道の福井駅結節や相互乗り入れ、福井駅前再開発事業の進展な

ど官民のプロジェクトが、まだまだ局地的ではありますが大きな前進をみています。 

また、福井駅前商業地の地価が２４年ぶりに反転上昇するなど、高速交通開通に

向けた期待と機運は一段と高まりつつあります。 

 

新幹線開業までの期間は、住むひとにも来るひとにも楽しくて便利な、魅力あ

る福井県の実現をめざす極めて重要です。官と民が資金とエネルギーをさらに追

加投入して都市の再開発を実行するなど、こうした良い流れを拡大・加速して

いかなくてはなりません。 

そうしたことから、本プログラムは、県民一人ひとりの期待と決意をかたちに 

した「県民の行動計画」として作成するものです。 

 

 

そして、これを実効性あるものにするためには、開通効果を県民が共有し、

数々の優れた特性や資源を活かし高めるための「基本戦略」と、県内の各地域

において重点実行していく具体の「プロジェクト」の２つが必要です。 

そこで、本プログラムにおいては、（１）高速交通の開通に向けた「基本戦略」、  

（２）「基本戦略」をもとに実行する具体的なエリア別プロジェクト〔別冊〕を示

しています。 

 

まず、（１）の「基本戦略」については、開通までの時間的猶予を活かしその準

備を加速させること、「福井」の内なる地域力と外に向けた影響力を高めることの

２つの観点を重視し、 

①先導的なプロジェクトから順次、着手・完成を急ぎ、その成果を後に続く施策の

改善と充実につなげる「先駆と後学」戦略 

②それぞれの地域固有の歴史・文化・自然を活かしながら統一的な社会基盤づくり

を進める「多様と統一」戦略 

③各地域や各分野における県民の創意ある活動を活発化させ、福井の魅力づくりと

外への展開の原動力とする「県民の総力結集」戦略 

 の３つを戦略の柱とします。 
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次に、（２）のエリア別プロジェクトを概括すると、 

①新幹線駅・高速道路ＩＣの機能強化と、県内各地を結ぶ二次交通の強化やアクセ

ス道路の整備 

②新幹線駅周辺をはじめとする都市の再開発と地域固有の歴史・文化を活かした地

域の基盤づくり 

 に関する事業を掲げています。 

個々のプロジェクトを広く県民が認識・共有できるよう、その実施主体、場所、

事業費、事業期間、事業内容を、地図や工程表により分かりやすく図解しています。 

 

（１）の「基本戦略」①の「先駆と後学」戦略の考え方に基づき、当面は、国内

外から多くの人が福井県を訪れる福井国体や東京オリンピックなどの節目にあわ

せ、短期の目標をもって二次交通の充実強化、都市や地域の基盤づくりに力を注ぎ

ます。 

さらに新幹線沿線各県における効果と影響、民間主導の新しい投資動向など、今

後の状況変化に応じて内容を追加・充実していきます。 

 

 

県内外の主要日程 

年 度 開業予定等 主なアニバーサリー（周年） 

平成 28 年度 
（2016 年度） 

 
丸岡城築城 440 年  

福井城築城 410 年 

平成 29 年度 
（2017 年度） 

中部縦貫道延伸 
（永平寺大野道路） 

白山開山 1300 年  

 

平成 30 年度 
（2018 年度） 

福井国体開催 
 

明治維新 150 年  

 

平成 31 年度 
（2019 年度） 

 
敦賀港開港 120 年  

 

平成 32 年度 
（2020 年度） 

東京オリンピック開催 
 

置県 140 年  

恐竜博物館開館 20 年  

越前大野城築城 440 年 

平成 33 年度 
（2021 年度） 

 
一乗谷城下町建設 550 年  

蓮如、吉崎の坊舎建立 550 年  

平成 34 年度 
（2022 年度） 

新幹線敦賀開業 ※１ 
中部縦貫道開通 ※２ 

敦賀港線開通 140 年  

欧亜国際連絡列車開通 110 年  

平成 35 年度～ 
（2023 年度） 

 
あわら温泉開湯 140 年（Ｈ36） 

 

 

※１「整備新幹線の取扱いについて」（Ｈ27.1.14 政府・与党申合せ） 

※２ 国に対して要請中  
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〔図１〕福井市からの３時間圏内人口の拡大 
 
（３時間圏内）  

  １３府県  （４,０００万人、 ８０,０００㎢）  ⇒１９都府県（７,６００万人、１０６,０００㎢）  
  ＋６：栃木、埼玉、東京、神奈川、山梨、三重 

 

 ２ 高速交通開通の効果                           
 

 本プログラムの趣旨で述べた「開通効果」については、戦略を立て実行するため

の前提になるものです。県民と認識を共有するため、大きく次の３つを示します。 

 

⑴  福井県が首都圏と初めて直結します 

福井県には、北陸新幹線沿線において最多の５駅が設置される見込みであり、

人の行き来が活発化するのみならず新しい投資を呼び込む上で、非常に優位な

条件を得ます。当面開設される４駅のうち、福井駅と敦賀駅には速達型新幹線

「かがやき」が停車する見込みであり、特に高い拠点性をもちます。 

福井県は首都圏と３時間で直結し、県民の生活・行動圏やビジネスチャンス

が大きく広がるとともに、外から多くの観光客を呼び込むための環境が整いま

す。また、当面の新幹線終着地「福井」の宣伝効果により、県の知名度の一段

の向上も期待できます。〔図１〕 

 

また、当面の終着駅の敦賀は、首都圏から京阪神・北近畿へ、また京阪神な

どから信越・北関東へ向かう人びとが乗り換える「東西人流の結節点」として

の機能を新たにもつことになります。 

 

 

 

 

 

【福井からの鉄道所要時間の変化】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※移動時間は目安 

東京との時間距離 

全国４４位 

現 在 

１０年後 

 

 

現在３時間圏内 

概ね１０年後に 

３時間圏内に編入 

東京との時間距離 

全国３０位に上昇 

※新幹線敦賀開業、リニア中央新幹線名古屋開業後 

２ 高速交通開通の効果 
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⑵  中京圏との交流のフロンティアが生まれます 

中部縦貫自動車道が東海北陸自動車道と直結し、奥越を起点に、中京・東海

エリアから人や物流貨物を県内に呼び込む流れができあがります。これによっ

て、奥越は中京圏に向けた福井県の玄関口としての新しい可能性が大きく広が

ります。〔図２〕 

 

また、福井市をはじめとする嶺北一円においても、北陸道と東海北陸道の  

２つの高速道路を目的や交通・気象条件に応じて使い分けられるという利便性

が一段と向上し、内陸の岐阜県などとのビジネスや交流を開拓していく契機に

もなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑶ 「新北陸圏」が日本海側の中核的エリアになります 

福井、金沢、富山の３都市が北陸新幹線を軸に１時間圏内で結ばれ、日本海

側において最大の「連接型都市圏」が形成されます。これにより、福井県内に

生活の拠点を置きながら、金沢や富山に通勤・通学できる環境が整います。 

 

また、若狭さとうみハイウェイ、中部縦貫道、北陸道の高速道路ネットワー

クを活かして京都、滋賀、岐阜など周辺エリア、さらに空の玄関口・小松空港

を経由して国内外の主要都市との結びつきを強めることにより、北陸圏はもの

づくり産業や広域周遊観光の「中核的エリア」として大きく発展する可能性が

高まります。 

 

〔図２〕北陸・中京の環状高速道路ネットワーク 

 

２ 高速交通開通の効果 
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「四通八達

しつうはったつ

」時代の到来（北陸新幹線開業後の広域交通の拡がり）  

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東海北陸自動車道 

新日本海フェリー 

冠山峠 

ＪＲ越美北線 福井鉄道 

国道８号 

大日峠 

中部縦貫自動車道 

国道２７号 

栃ノ木峠 

福井～東京間 
２時間５３分 
（△32分） 

（北陸新幹線） 

敦賀～大阪間 
４４分 

（△31分） 
（北陸新幹線） 

※ 福井県独自試算 

至 東京、仙台、福岡等 
ソウル・上海・台湾 

小浜～大野間 
１時間５０分 

（中部縦貫道ほか） 

北陸新幹線 
ＪＲ・並行在来線 
地域鉄道 
高速道路 
主な幹線道路 

至 京阪神・中国・四国地方 

越前大野駅 

至 京都・大阪 

小松空港 

芦原温泉駅 

北陸新幹線 

えちぜん鉄道 

勝山駅 

南越駅 
（仮称） 

福井駅 

北陸自動車道 

ＪＲ小浜線 

小浜市
附近駅 

米原 

大野～名古屋間 
２時間５分 
（△25分） 

（中部縦貫道） 

至 名古屋 

２
 
高
速
交
通
開
通
の
効
果

 

小浜～大阪間 
３８分 

（△1時間 47分） 
（北陸新幹線） 

若狭さとうみハイウェイ 

敦賀駅 

   ２４分  

（△17分）  
整備後 

【福井～金沢】 

         ４１分 
現 況 

   ４４分  
（△25分）  

整備後 

【福井～富山】 

       1時間９分 現 況 

1時間４分 
（△38分）  

【敦賀～富山】 

      1時間４２分 
現 況 

４４分 
（△30分）  

整備後 

【敦賀～金沢】 

      1時間１４分 

 
現 況 

整備後 

＜新幹線全線開業時＞ 

＜新幹線敦賀開業時＞ 

1時間 7分 
（△1時間 19分）  

整備後 

【小浜～金沢】 

       ２時間２６分 
現 況 

     1時間 27分  
（△1時間 33分） 

【小浜～富山】 

        ３時間 現 況 

整備後 

至 金沢 至 富山 至 北海道 
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 ３ 高速交通の開通に向けた「基本戦略」                    
 

 

 ここでは、高速交通開通の３つの効果を最大限に引き出し、個々のプロジェクト

を推進する上での「基本戦略」を示します。 

 

「開通効果」を県全体として最大化させるためには、開通までの時間的猶予を活

かしその準備を加速させること、「福井」の内なる地域力と外に向けた影響力を高

めることが重要です。 

 

このため、次の３つを「基本戦略」として掲げます。 

①先導的なプロジェクトから順次、着手・完成を急ぎ、その成果を後に続く施策の

改善と充実につなげる「先駆と後学」戦略 

②それぞれの地域固有の歴史・文化・自然を活かしながら統一的な社会基盤づくり

を進める「多様と統一」戦略 

③各地域や各分野における県民の創意ある活動を活発化させ、福井の魅力づくりと

外への展開の原動力とする「県民の総力結集」戦略 

 

こうした戦略に基づき、主として次の「地域交通」と「都市と地域」の分野にお

いて、官民が力をあわせて重点投資を行っていきます。 

 

（１）地域公共交通の新しい体系とシステムをつくり、これと一体的に日常生活に

おけるクルマ利用の縮減を促す政策を強める、「交通の革新」と地域交通ネ

ットワークの強化を実行します。 

 

（２）老朽化した都市基盤のリニューアルと高速交通開通のタイミングが重なるこ

の期を逸することなく、「都市の改造」と「ふるさと資産」の価値創造を実

行します。 

 

まさに「交通の革新」と「都市の改造」は、新幹線駅や高速道路ＩＣを核として

相互に関連づけながら進めるべきものです。以下のページにおいて示す交通と都市

にかかわる主要プロジェクトを、全体性をもちながら一体的に進めていきます。 
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⑴  「交通の革新」による地域交通ネットワークの強化 

 

北陸新幹線の「４駅効果」（敦賀開業時）を最大限に活かし、県民の新幹線利

用と来訪者の県内移動の利便性を高めるため、新幹線の各駅を拠点として、並

行在来線、小浜線・越美北線などのＪＲ線、地域鉄道、バスなどの一体性を高

める新交通システムを、交通事業者や市町とともに検討し、導入します。 

 

運行頻度、循環・周遊性、速達性の高い地域公共交通の体系をつくることに

より、県民の日常生活における公共交通機関の利用を拡大し、長期的には「日

本一のクルマ社会」からの転換を図っていきます。 

 

また、地域の道路ネットワークについては、「開通効果」を県内各地域に広

く波及させるため、新幹線駅・高速道路ＩＣと産業団地・観光地とを結ぶ道路

などの整備を、国や県、市町が優先順位をつけながら協力して促進します。  

 

具体的には、 

①新幹線駅の拠点機能強化と地域公共交通の革新 

②道路の多面的なネットワーク機能の強化 

を進めます。 
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県民のクルマと公共交通の利用実態と今後の見通し 

 

・県内の未成年者と高齢者の総数（交通弱者）は、今後１０年程度は増加〔図３〕 

・自動車保有台数の伸びは頭打ち、公共交通利用者数は下げ止まりの傾向。自動車保有台

数は平成 52 年までに約１割減少する見通し〔図４〕 

・高齢者の交通事故抑止の観点から、高齢ドライバーの免許返納を促進〔図５〕 

・県民アンケートの結果からは、公共交通を活かした社会づくりを望む県民意識の高まり

がみられる〔図６〕 

 

 

 

 

〔図３〕未成年者・高齢者人口の推移 

〔図４〕自動車保有台数と公共交通機関利用者数の推移 

 
〔図５〕福井県の高齢者免許人口と 

免許返納者の推移 
〔図６〕将来の地域交通の望ましい姿 

    （県民アンケート結果） 
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① 新幹線駅の拠点機能強化と地域公共交通の革新 

 

新幹線開通に伴い、新幹線駅を中心とする大きな人の流れが生まれます。

この機に地域公共交通網の拡充とサービスの多様化を両輪として、クルマへ

の過度の依存を抑制する交通政策に転換します。 

 

この「交通の革新」を進める鍵は、大きく２つあります。 

 

第１に、新幹線４駅（敦賀開業時）における交通拠点機能の強化です。 

 

まず、新幹線駅舎のデザイン、駅および駅前広場の機能、各地を結ぶ公共

交通や道路・駐車場など、来訪者を迎える機能性と好印象をもつ都市の顔と

して、新幹線駅の拠点基盤の整備を「都市の改造」と一体的に進めます。 

 

具体的には、速達型新幹線「かがやき」が停車する福井駅と敦賀駅におい

て、並行在来線、地域鉄道、バスなどを一体的に組み合わせ、新幹線との乗

り継ぎ利便性の高い地域公共交通網をつくります。特に敦賀駅では、新幹線

とＪＲの在来線特急や小浜線などとのスムーズな乗換を可能にします。 

市の中心部では、高頻度、循環・周遊性、速達性、低料金などの観点から、

新駅設置やバス路線の拡充など交通サービスの水準向上をめざします。あわ

せて周辺エリアにおけるパーク＆ライドを促進するなど、クルマへの依存度

を低め、公共交通の利用度を高める対策を実行します。 

 

 また、県内の南北に伸びる、北陸本線やえちぜん鉄道、福井鉄道の幹線軸

について、北陸本線の第３セクター化を機に、他の地域鉄道やバスの一体性

を高め、県民の生活にとって便利な公共交通を実現します。 

 

 さらに芦原温泉駅、南越駅（仮称）の２駅においては、並行在来線と地域

鉄道が並行する区間であることから、全体最適な運行体系に転換するととも

に、バスを活用した交通結節機能を強化します。 

芦原温泉駅は、恐竜博物館と永平寺、東尋坊など県内有数の観光地周遊の

発着拠点、また南越駅（仮称）は、全国有数の伝統工芸産地が集積する丹南

エリアの交通拠点と位置づけ、拠点地域を結ぶ特急バスや市町を超えた広域

バスの運行、コミュニティバスの観光路線への活用を進めます。 
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〔主要プロジェクト〕 

・新幹線駅舎デザインのコンセプトを、駅機能とあわせて検討し、鉄道・運輸機構

に提案（市、Ｈ28） 

・新幹線駅の駅前広場やアクセス道路を整備（県・市） 

・並行在来線、地域鉄道、バスを一体的に組み合わせ経営とサービスを強化（民間）  

・北陸本線の第３セクター化を機に、新駅設置など地域主導で利便性を向上（民間） 

・敦賀駅での新幹線とＪＲ在来線特急、小浜線等との乗換利便性の確保（民間） 

・新幹線駅等を拠点に市町を超える広域バスを生活圏の広域化にあわせ運行 

（市町、Ｈ29～） 

・コミュニティバスを休日の観光地循環バスとして有効活用（市町・民間）  

・福井駅から一乗谷、永平寺など主要観光地への特急バスを運行（県・市町・民間） 

・福井市のまちなか観光エリアに低料金の移動手段を確保（民間、Ｈ28～） 

・福井市中心部における歩行者と鉄道が共存できる空間や市内循環鉄道の整備を 

検討（県、Ｈ28～）  

・敦賀港のクルーズ客船就航を拡大し、京阪神への周遊ルートを形成（県、Ｈ28～）  

・日本海側最古の歴史を有する敦賀港線の活用を検討（県・市） 

 

 

第２に、新しい技術や手法の導入を積極的に進めることです。 

ＩＣカード乗車券やカーシェアリングの導入など、ＩＣＴを活用した新し

い交通サービスを整えるとともに、クルマの自動走行の実証を行い、将来的

な導入をめざします。 

また、鉄軌道の延伸を低コストで可能にする新技術や趣向性ある車両の導

入などについて、検討を進めます。 

    
   〔主要プロジェクト〕 

・ＩＣカード乗車券を全県域で利用できるよう順次導入（民間）  

・クルマの自動走行を、京福電鉄廃線跡を活用し実証、導入拡大（国、Ｈ30～）  

・観光客向けカーシェアリングをホテルから順次拡大（民間、Ｈ28～） 
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② 道路の多面的なネットワーク機能の強化 

 

福井県は、他県と比べて道路整備率が高く、県土全体がコンパクトな構

造を有しています。こうした「ストック効果」を最大限に活かし、県民生

活の向上や地域経済の発展などにつなげるため、新幹線駅や高速道路と直

結する地域道路のミッシングリンク解消を重点的に進めていきます。 

 

その戦略は、各高速道路の交通量の拡大と地域道路の整備を一体的なもの

と捉え、これを促進することです。 

 

 中部縦貫自動車道の県内区間は無料となるため、新しい広域環状ルートは

低料金での利用が可能となります。この特長を活かし、各ＩＣと周辺の産業

団地・観光拠点とを結ぶためのアクセス道路整備を進め、中京・東海エリア

からの物流や観光客の呼び込みを強化します。 

 

また、若狭さとうみハイウェイは、敦賀南、三方五湖ＰＡのスマートＩＣ

を新設することにより、周辺各地への交通アクセスを向上するとともに、新

たな企業誘致を拡大します。 

 

隣接府県との交流の基盤となる県境道路については、高速道路を補完する

ルートとして位置づけ、石川や岐阜などとの間で整備を促進します。 

さらに各エリアの周遊拠点となる重点道の駅は、特産物や伝統工芸品など

の販売機能をあわせて整備することにより、地域の産業や農業に波及効果を

生み出します。 

 
  〔主要プロジェクト〕 

・高速道路ＩＣのアクセス道路の整備促進（国・県）  

・冠山峠道路や大日峠道路など、県境道路の整備促進（国・県）  

・重点道の駅を３か所（小浜市、大野市、勝山市）に整備（市、～Ｈ32）  

・南条サービスエリアと一体的な地域振興施設を地域の物販拠点として整備 
（町、Ｈ29～） 
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特に、新産業の立地は、地域経済に大きなインパクトを与えることから、

高速道路沿線において新たな企業や大規模園芸施設などの誘致を促進する 

ための用地の確保と整備を市町とともに行い、雇用と生産拡大の好循環をつ

くり出します。  

 
  〔主要プロジェクト〕 

・中部縦貫自動車道沿線の新たな産業団地の整備に着手（大野市、～Ｈ31）  

・敦賀市田結地区や美浜町山上地区の産業団地を完成（市町、～Ｈ29）  

・生産拡大をめざす園芸や水産業、薬草等の研究拠点を整備（県・市町、Ｈ28～）  

・鞠山南地区多目的国際ターミナルのふ頭用地の整備促進（国・県、～Ｈ37）  

 

 

 

県内道路網と県土の構造の特長 

 

・中部縦貫自動車道の整備により、奥越から嶺南西部までの県土全域を総延長 

約１６０ｋｍの高速交通が貫通  

・全国と比較して道路整備率が高い 

・都市部と郊外の時間距離が短く、県全体がコンパクトな構造 

・分譲中の産業団地は９か所、分譲可能地は約１４ｈａ 

 
「コンパクトな県土」を表す指標  
全国順位 道路整備率 平均通勤・通学時間 ＤＩＤ到達圏割合※ 

１位 富山県 74.8% 宮崎県 50分 大阪府 83.8% 

２位 石川県 72.7% 福井県 52分 神奈川県 79.8% 
   島根県    

３位 大阪府 72.1%   福岡県 76.6% 

４位 北海道 71.8% 鳥取県 53分 佐賀県 76.1% 
     愛媛県、大分県     

５位 福井県 69.8%   福井県 73.1% 

      出所：道路統計年報2014（国土交通省）、Ｈ23社会生活基本調査（総務省）、2010年世界農林業センサス（農林水産省） 

 

 

 

※中山間地域からＤＩＤ地区（人口集中地区）まで３０分以内で到達できる割合 

ＤＩＤ地区とは、人口密度 4000人/㎡以上の地区が隣接し、その隣接地域の人口が 500人を超える地区 
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⑵  「都市の改造」と「ふるさと資産」の価値創造 

 

高速交通開通の効果を引き出すためには、各都市と地域の魅力を高めること

が重要です。 

 

福井市や敦賀市は、戦災・震災後の都市再建から既に半世紀以上を経ており、

まち全体の本格的なリニューアルが必要な時期を迎えています。特に今後は、

空き家や空き地の増加に歯止めをかけ、その有効活用を図るなど、超高齢社会

にふさわしい都市へと改造を急がなくてはなりません。 

 

こうした老朽化・低密化した都市の更新と新幹線を迎えるまちづくりを同

時・効果的に実施できる適期にあることから、中長期的視点に立ち公共施設や

ビジネス・商業機能の再集約と再配置に着手します。 

 

また、それぞれのふるさとを、県民自らがプライドをもって売り込み、多く

の人びとを呼び込むための持続的な活動の基盤、すなわち“総合的なインフラ”

として捉え、民間活力なども導入しながら、固有の歴史・文化・自然の資産の

価値を高め活かすための投資を重点的に行っていきます。 

 

「幸福日本一の福井」を具体化するため、美しくて暮らしやすい街や地域を

創造します。 

 

具体的には、 

①「官民共動」による都市のリ・デザイン 

②歴史・文化、里山里海湖の「ふるさと資産」を活かす 

を進めます。 
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土地利用の変化の兆し 
 
・都市の中心部では空き家や空き地、駐車場が急速に増加〔図７〕 

・福井市中心市街地では「まちなか回帰」の動きが加速化〔図８〕 

大型マンション建設に伴う住居戸数の増加（５年間で約３倍） 

空き店舗数はピーク時から半減（Ｈ22：78 件⇒Ｈ28：38 件） 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福井市中心部の公共施設等の特徴 
 
・福井駅２km 圏内（徒歩３０分圏内）の公共施設は、金沢市や富山市とくらべ少ない  

・主な公共施設の整備は平成 10 年ごろまでに終えており、近年は大規模投資が少ない 

・郊外の豊かな自然にくらべ、まちなかの緑は不足  

〔図７〕福井市中心部の 

空き地等の推移 

〔図８〕福井市中心部の 

  マンション戸数と空き店舗数の推移 

出所：福井市中心市街地活性化基本計画、福井市、まちづくり福井調査 

※Ｈ26以降の新規マンション建設は含まず 
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① 「官民共動」による都市のリ・デザイン 

 

県内各都市では、戦後復興期に機能性を重視した近代的都市の建設が進み

ましたが、その後の公共施設や大規模商業施設の郊外立地などもあり、都市

の肥大化と空洞化が深刻になっています。 

いわゆる「超高齢・大交流時代」の到来を機に、都市の改造に対する機運

を高め、官民の投資を拡大し、都市中心部の再生を強力に推進します。 

 

そのため、福井市の中心部などにおいては、新しい居住・ビジネスエリア

の創出、買い物を楽しめる商業地域の形成など都市機能を高める再開発や 

公共施設の再配置を民間と行政が協力して進め、「まちなか回帰」の動きを 

加速させます。あわせて歩行者や自転車、公共交通機関を優先した都市構造

や道路空間をつくりあげていきます。 

 

 また、都市の再開発に当たっては、福井駅前の中央大通りなど「緑のシン

ボル軸」を整え、さらに街路樹整備や民有地内の緑化を拡大し、緑がつづく

都市空間の形成を進めていきます。 

 
    〔主要プロジェクト〕 

・公共施設の再配置や民間再開発事業の拡大により、福井市中心部への都市機能の

再集約を促進（県・福井市・民間） 

・各市町の中心市街地において、空き家や空き店舗などを活用したまちなか居住、

商業エリアの活性化を推進（県・市町・民間） 

・中心市街地における「緑のシンボル軸」の形成、空き地等を活用したまちの緑化

を推進（県・市町・民間） 

・各市町の景観計画やガイドラインに基づき、美しい住風景やまちなみ景観の形成

を推進（県・市町・民間） 

・敦賀市中心市街地において、国道８号の２車線化によるシンボル軸の形成とオー

プンスペースの確保を検討（敦賀市） 

・道路空間の再配分により、歩行者や自転車の安全で快適な利用空間を確保 
（県・市町） 

   



３ 高速交通の開通に向けた「基本戦略」 

- 18 - 

  

 

都市構造の変化と目指すべき都市像 

 

 

 

人口増加時代の都市 

（1970～1990年代） 

人口減少社会転換期の都市 

（2000 年～今日） 

超高齢・大交流時代の都市 

（めざすべき都市像） 

・1970年代以降、モータリゼーションの進展を  

 受け、郊外への人口流出が拡大  

・中心市街地の衰退と大規模商業施設の郊外  

 立地が加速  

 

・県人口は 2000年（平成 12年）に減少に転じ、  

 高齢者が多い逆ピラミッド型の人口構造に  

 移行  

・人口減少の進行により、中心部や一部郊外  

 において、虫食い状態で空き家や空き地、  

 平面駐車場が増加  

 

・公共施設や商業施設などを、まちなかの 

空き地等を有効活用し、再配置  

 

・「まちなか回帰」を促進し、市街地のエリアを 

拡大。公共交通機関を優先した都市構造に 

転換 
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「まちなか回帰」、まちなかの緑の拡大、歩行者優先など各都市に共通する

統一的な基盤づくりと同時に、各都市独自の歴史の再現を徹底していきます。 

 

福井市では、中長期的には福井藩「６８万石の風格」都市の実現に向け、

福井城址公園の新しい整備構想の検討に着手し、可能なものから復元整備を

促進します。 

 

敦賀市においては、欧亜国際連絡列車の運行や「人道の港」として発展を

遂げたまちの歴史など、鉄道や港にかかわる明治以降の近代化遺産を活用し、

国際交流都市の実現をめざします。 

 

 こうしたまちづくりにおいては、県民や企業の寄付を活用しながら、福井

城などの歴史遺産の復元・再現に重点的な投資を行います。 
 

〔主要プロジェクト〕 

・福井城山里口御門を復元。将来の福井城址公園整備構想の検討に着手 
（県、Ｈ28～）  

・低未利用地の取得・集約による福井城址公園のエリア拡大、県都緑化を推進 
（県・福井市） 

・金ヶ崎城跡の整備やクルーズ客船の誘致、敦賀港線の利用など、金ヶ崎周辺整備

を促進（県・敦賀市、Ｈ28～）  
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② 歴史・文化、里
さと

山里
やまさと

海
う

湖
み

の「ふるさと資産」を活かす 

 

県内各地に広く残る古代から近現代までの厚みある歴史資産や自然遺産群

の価値を高め、活用していきます。 

 

特に一乗谷朝倉氏遺跡や白山平泉寺など古代から中世の遺跡群は、歴史的

に高い評価を受けています。こうした歴史・文化の再現への重点投資を、地

域住民が主体となった積極的な活動につなげ、来るひとに感動と楽しみを与

える活力ある地域を創造します。 

 

 また、恐竜化石や水月湖「年縞」に代表される自然遺産は福井県ならでは

の財産であり、恐竜博物館や里山里海湖研究所など県独自の研究施設を充実

してきました。専門性とエンターテイメント性の２つを追求した拠点施設を

整備し、楽しみながら学ぶための人づくりの場を充実します。 

 
  〔主要プロジェクト〕 

・一乗谷朝倉氏遺跡の新たな博物館や中世都市遺跡の研究拠点等を整備 
（県・福井市、～Ｈ32）  

・丹南地域の伝統工芸の産地拠点を福井国体までに整備（県・市町、～Ｈ30）  

・三国湊の町家や河野の北前船主の館など、北前船ゆかりのまちの再生（市町）  

・永平寺門前の「ＺＥＮ」体験施設を整備（県・町・民間、～Ｈ31）  

・年縞のスケール感を体感できる実物展示など、年縞博物館を整備（県、～Ｈ30） 

・新たな恐竜博物館の検討（県、Ｈ28～）  

・水産業や園芸・薬草生産など、県内外の大学との共同研究や産業化支援を強化 

（県・市町、Ｈ28～） 
  

 

 農林水産物やその加工品の生産、農家・漁家民宿など、里山里海湖の「ふ

るさと資産」を活かした地域のビジネスや活動を強化するため、人材育成や

誘客の拠点となる施設の整備を促進します。 

こうしたビジネス面に加え、美しい里山里海湖や田園の風景の価値を植樹

などにより高め、新幹線や高速道路沿線から眺望できる統一的な「大景観」

を創造します。 

  
  〔主要プロジェクト〕 

・里山里海湖ビジネスを拡大するため、ふくい農業ビジネスセンターや誘客拠点 

施設を整備（県、Ｈ28～） 

・新幹線や高速道路沿線から望む里山里海湖の「大景観」の保全（県・市町・民間） 
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＜若狭湾エリア地域構想編＞ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

平成３０年３月追加 
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 若狭湾エリアの新展開             
 

 

１ 若狭湾エリアの立地条件の飛躍的な向上に向けて 

平成２８年３月に策定した「高速交通開通アクション・プログラム」では、

北陸新幹線敦賀開業に向けた嶺北地域および敦賀周辺の振興策をまとめました。 

 

その後、平成２９年３月に、小浜を通り京都、京田辺を経由して新大阪に向

かう若狭ルート（小浜京都ルート）が決定し、敦賀駅に加えて小浜市（東小浜）

附近にも新幹線駅が設置されることになりました。全線開業時（２０３０年度

頃想定）には、小浜市附近駅と京都駅が１９分で結ばれるのをはじめ、各都市

圏との時間距離は画期的に短縮され、北海道・九州とも新幹線でつながること

になります。 

 

このように、若狭湾エリアの立地条件が飛躍的に向上することから、今回、

本プログラムに「若狭湾エリアの新展開」を追加することにしました。 

 

若狭湾エリアの将来像を県民が共有しながら実行に移すことができるように

するため、開発が見込まれる若狭湾エリア全域に敦賀開業の効果を取り込むた

め短期的に行うべきプロジェクト、さらには全線開業に備えての目指すべき展

望とそれまでに行うべきプロジェクトをとりまとめます。 
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２ 北陸新幹線若狭ルートの全線開業の効果 

若狭ルートによる北陸新幹線全線開業により、敦賀・小浜と関西地域が直結

するなど、人やモノの交流が格段に拡大します。開業による具体的な効果を大

きく３つ示します。 

 

⑴  関西圏との時間距離が画期的に短縮し、新たな交流圏が誕生 
 
○関西への日常の生活・経済圏の確保が可能となります。 

京都や大阪などの大都市近郊のエリアとして、通勤（働く）・通学（学ぶ）

に加え、買い物や文化・芸術の鑑賞（楽しむ）など様々な大都市圏のサー

ビスの利用が容易になり、短時間で行き来ができる交流圏を形成します。 
 

       ○県外からの観光・交流圏が拡大します。 

歴史的につながりの深い京都・奈良・大阪と若狭湾エリアが１つの周遊

観光圏を形成します。 

また、敦賀・小浜から新幹線に乗り、途中の松井山手駅からのリムジン

バスの利用や新大阪駅からの「特急はるか」の利用により、関西空港との

時間距離が大幅に短縮されます。若狭の歴史・自然・食を活かし、外国人

観光客を含め多くの人を呼び込むチャンスが到来します。 

 
 
関西地域までの所要時間の変化 

小浜市附近駅から

京都
1時間41分短縮

新大阪
1時間45分短縮

関西空港
1時間49分短縮

3:251:36

0:19
2:00

0:38 2:23

 

 

敦賀駅から

京都
23分短縮

新大阪
31分短縮

関西空港
33分短縮

0:28 0:51

0:44 1:15

1:42 2:15

 

 

 

 

 

 

  

 （敦賀-京都間はノンストップで算出） 

※関西空港：新大阪で特急はるかに乗換え 
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⑵  日本海エリアの連結都市群の形成 

北陸新幹線沿線では最多の県内５駅が設置されることにより、各駅が１０分

程度で結ばれる日本海エリアの連結都市群ができあがります。〔図１〕 

 

これにより、嶺北・嶺南がさらに一体化し、産業や観光など、県内各都市の

強みを活かした連携が進みます。 

 

〔図１〕県内各駅間の所要時間 
  

  

小
浜
市
附
近
駅

敦
賀
駅

南
越
駅

（
仮

称

）

福
井
駅

16分（かがやき）

芦
原
温
泉
駅

13分 12分 8分 8分

 

 
 

⑶  全国主要都市との時間距離の飛躍的な短縮 

リニア中央新幹線の名古屋開通（２０２７年見込）の段階で、敦賀は北陸の

中で最も東京に近くなります。また、北陸新幹線の全線開業後には、リニア利

用により、小浜も敦賀と並んで北陸の中で最も東京と近くなります。〔図２〕 

 

〔図２〕東京までの所要時間の変化 

小浜市附近駅から

東京
2時間15分短縮

1:57 4:12

 

 

 敦賀駅から

東京
54分短縮

1:57 2:51

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 （各駅間は「はくたか」利用） 

 （京都でのぞみ、名古屋でリニアに乗り換えるルートで算出） 

 （米原でひかり、名古屋でリニアに乗り換えるルートで算出） 
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北陸新幹線は、東海道新幹線およびリニア中央新幹線とともに、東京と京都・

大阪を結ぶ大環状鉄道ルートを形成し、日本海側の新たな国土軸の形成による

国土強靭化の実現に寄与します。〔図３〕 

 

また、三大都市圏だけでなく、北海道や九州とも新幹線で結ばれることにな

り、全国から若狭湾エリアへの人の流れが拡大します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔図３〕北陸新幹線全線開業後の鉄道ネットワーク 

 

 
芦原温泉 

南越（仮称） 

 

連結都市群 

 

主要都市から本県への所要時間が大幅に短縮 

 

生活・経済圏 

観光・交流圏 

 

小浜市附近 
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３ 若狭湾エリアが目指す姿  

 

若狭湾エリアには、リアス式海岸や三方五湖・里山などの自然景観、日本遺

産に認定された鯖街道や北前船などの交流の歴史、古いまち並みや多くの寺社

仏閣、生活に根付いた祭り、古来から御食国として都の食文化を支えた漁業・

農業など、数多くの「ふるさと資産」があります。 

 

また、電力の供給地として、我が国の経済発展や人々の生活を支えてきたほ

か、原子力・エネルギーの研究開発や人材育成の拠点として、産業の創出・育

成や将来を担う学生・技術者の育成に貢献しています。 

 

このような特徴は、人やモノ・情報を若狭湾エリアに呼び込むための大きな

手段になります。 

 

一方で、人口減少や高齢化が進む中、若狭湾エリアの「ふるさと資産」の魅

力をさらに高める担い手を育成・確保することは喫緊の課題です。また、新幹

線開業の効果を最大限に高めるためには、エリア全体をつなげ、さらには県境

を越えて周辺地域をつなげる交通ネットワークを整備し、移動の利便性を高め

ることが必要です。 

 

こうした期待感と危機感を持ちながら、北陸新幹線の開業により飛躍的に向

上する立地条件を活かし、目指すべき将来像と県や市町、民間等が一体となっ

て行うべき施策の体系を、以下に示します。 
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施策の体系 

（１）若狭湾エリアの玄関口の形成と地域交通ネットワークの強化（交通体系） 
 

（２）自然・歴史・産業基盤などの「ふるさと資産」の活用 

① 海湖と歴史を活かした交流の拡大（交流人口） 

② 若狭フード・コーストの形成（特徴発揮） 

③ 自然環境の活用とエネルギー開発の共立（学術・研究の拠点戦略） 
 

（３）若狭湾エリアを担う人材の育成・誘致 

① まちづくりや産業のプレイヤーの育成（人材育成） 

② 都市との交流を通したライフスタイル先進地の形成（定住戦略） 

 

＜実施時期＞ 

原則、すべての施策について速やかな着手を目指します。 

 

これらのうち、交通ネットワークの強化や「ふるさと資産」を活かした観光

地の魅力向上など、敦賀開業の効果を若狭湾エリア全域に取り込むべきプロジ

ェクトは、敦賀開業までの完了を目指します。 

 

また、小浜市附近駅を中心とした二次交通の拡充や駅周辺のまちづくりなど、

全線開業に向けて目指すべきプロジェクトは中長期的に実施します。 
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⑴  若狭湾エリアの玄関口の形成と地域交通ネットワークの強化 

（交通体系） 

 

５年後の新幹線開業時に若狭湾エリアの玄関口となり、各方面からの鉄道

の結節点となる敦賀の拠点性を高め、関東のみならず中京・関西以遠からも

人を呼び込みます。 

また、敦賀を中心とする二次交通を強化し、若狭湾エリア全体への開業効

果の波及を図ります。 

 

さらに、全線開業後には、強化した二次交通を活かし、若狭湾エリアの中

央にできる小浜市附近駅から、エリア全域への人の流れや県境を越えた交流

を拡大します。 

 

＜施策の方向性＞ 

○ 当面の終着駅となる敦賀を若狭湾エリア全域へのゲートウェイに 

         全国から敦賀を訪れた人がスムーズにエリア内を周遊できるよう、広域

バス路線の整備やＪＲ小浜線の利便性を向上。全線開業後のさらなる交

流人口拡大を見込み、高速化、運行本数の増加など対策を具体化 
 

○ エリア周遊を伸ばす駅からの二次交通の強化 

         小浜線各駅からのシェアサイクルや新幹線駅から海湖に向かうバス路線

の整備、移動しながら景色・食事を楽しめる旅客列車や船の誘致により、

列車やバス、船、自転車を組み合わせて自由に行き来できる周遊ネット

ワークを実現 
 

○ 敦賀港の国際ターミナル機能等を強化 

   新幹線敦賀開業に合わせ、鞠山南地区の岸壁を延伸し、ふ頭用地の拡張

整備を促進。大型クルーズ船と新幹線等を利用した「レール・アンド・

クルーズ」による誘客を促進 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



若狭湾エリアの新展開 

- 32 - 

  

 

 

    ○ 県境を越えた鉄道接続の強化 

北陸本線と湖西線、小浜線と舞鶴線・京都丹後鉄道など、県境を越えて

鉄道の接続を強化し、北陸新幹線の利用圏となる滋賀県湖西地域や京都

府北部との一体性を向上 
 

○ 高規格道路や県境道路の整備 

舞鶴若狭自動車道の４車線化の実現や県境道路の整備により、嶺南全

域・近隣府県との交流を拡大 
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⑵  自然・歴史・産業基盤などの「ふるさと資産」の活用 

 

①  海湖と歴史を活かした交流の拡大(交流人口) 

敦賀開業時はもとより、全線開業により敦賀に加え小浜市附近にも新幹

線駅ができ、国内だけでなく海外からもさらに多くの人が訪れることが見

込まれます。 

 

交流を拡大させるため、今から嶺南市町が力を合わせ、全国に誇る海湖

と歴史を活かした観光の核をつくりあげます。また、若狭湾エリアを中心

に県境を越えて観光・交流エリアを拡大します。 

   

     ＜施策の方向性＞ 

○ 海湖と緑をつなぐ「若狭の風景」の形成 

リアス式海岸や三方五湖、古いまち並み等、若狭特有の景観を活かし、

ビュースポットを保全するルールの策定や景観を害する看板除去や色

彩統一などにより、三方五湖や入り江の湾、里山など心に残る若狭の風

景を形成 
 
○ 海湖を活かした自然体験・リゾートエリアの形成 

年縞等の自然学習や魚釣り・カヤック・トレイル・ボート等のアクティ

ビティを楽しむ自然体験エリア、グランピングやマリンスポーツを楽し

むインバウンドにも対応したリゾートエリアを形成し、海辺・湖畔に一

流ホテルを誘致。海、湖の自然や歴史等を伝えるガイドを養成 
 

○ 歴史遺産や古くからのまち並みの復元・再生 

欧亜国際連絡列車が走った鉄道や海外に開けた港の歴史遺産、鯖街道等

の旧街道、戦国や江戸時代の城跡等を、ノスタルジーと日本らしさを再

発見するまちのシンボルとして復元・再生 
 
○ ＪＲ各駅の拠点機能の強化 

商店街のリノベーションや若者の新規出店支援、空き店舗対策等を実施。

駅周辺を賑わいある交流の場として再生 
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○ 日本遺産の北前船を活かした発信・交流 

北前船交易に活躍した船荷問屋の建物等の文化資産を活かして湊文化

を発信。かつての寄港地である都市と協力し、新観光ルートを形成 
      
○ 民宿集落の活性化 

定置網や魚さばき等の体験メニューの充実、民宿に泊まる仕掛けづくり

や個性化により、数多く残る民宿を若狭の魅力として活用・発信   
 

○ 県境を越えて観光・交流エリアを拡大 

街道や北前船、人道の港、鉄道、湖など共通テーマにより、県境を越

えた観光エリアを形成し、舞鶴や丹後、湖西・湖北地域等を含む“拡大”

若狭湾エリア全体で人を呼込み 
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② 若狭フード・コーストの形成（特徴発揮） 

若狭の伝統的な食の保存・加工技術と、ＩＣＴで生育環境を制御する園

芸施設など最新テクノロジーの双方が融合する食産地を形成し、エリアの

経済・雇用を支える産業に発展させます。 

 

＜施策の方向性＞ 

○ 御食国の伝統技術を活かした食品加工産業の集積 

へしこや梅干し等、伝統的な保存・加工技術を活かした食品加工業を集

積 
 

○ 低廉な電気や降雪の少なさを活かした園芸の一大産地化 

周年栽培や高付加価値野菜の大規模園芸施設の集積や薬草等の有用植

物の栽培拡大などにより、園芸の一大産地を形成 
 

○ 先端技術を活用した漁業の効率化・高付加価値化 

データ解析による漁獲の効率化、高い生産性や多様な魚種への対応が可

能な陸上養殖などを実現。大学・研究機関や漁業者等によるベンチャー

を立ち上げるなど、漁業の高付加価値化、水産物のブランド化を推進。

三方五湖のウナギやシジミ漁等を活性化 
 

○ 食ブランドを磨きあげ「若狭といえば食」との評価を高める 

グジやカレイ、フグ、ブリ、ウナギ等の水産物や、梅、ミカン、薬草等

の農産物など、若狭の自然が育んだ海・湖・山の幸のブランド化を促進、

一流シェフの料理を楽しむレストランを誘致 
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③ 自然環境の活用とエネルギー開発の共立 

（学術・研究の拠点戦略） 
 

若狭湾エリアは、環境保全と原子力・エネルギー開発に同時に貢献して

います。 

 

この特徴を活かして、世界的な価値をもつ水月湖年縞の研究・教育拠点

やアジアをはじめとした世界の人材育成・技術開発を支える原子力・エネ

ルギー等の中核的研究開発拠点を形成し、国内外から研究者や学生が集ま

る学術・研究エリアをつくります。 

 

＜施策の方向性＞  

○ 地質学的年代測定の世界標準である水月湖年縞の研究成果を発信 

年縞から解明される過去の自然環境や人類の歴史など、最先端の研究成

果を国内外に発信し、現地で学び体感できる拠点を形成 
 
○ エネルギー関連の人材育成・研究開発・産業エリアの形成 

新たに整備される試験研究炉や関連施設を活用し、世界の研究機関・大

学等と共同研究や人材交流を促進。国内外の人材育成や産業振興に貢献

し、エネルギー研究開発拠点としてさらなるレベルアップを実現 
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⑶  若狭湾エリアを担う人材の育成・誘致 

 

①  まちづくりや産業のプレイヤーの育成（人材育成） 

プロジェクトの担い手となり、自らのまちを自らの手で元気にする人を

増やすとともに、新しい地域づくりやビジネスにチャレンジする人材を外

から呼び込みます。 

 

    ＜施策の方向性＞ 

○ チャレンジ意欲の高い若者等の創業を支援  

新しいプロジェクトを実現する「チャレンジコミュニティ」や経営者育

成塾の開催などにより、地域で創業したい若者を応援 

 

○ 高度な農業・漁業を担う人材の育成 

スマート園芸や大規模養殖などＩＣＴを使った将来の農業や漁業を支

える技術者を育成・誘致 
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②  都市との交流を通したライフスタイル先進地の形成（定住戦略） 

全線開業により実現する大都市圏との近接性を活かすため、文化的・健

康的な暮らしを楽しみながら、子育てもしやすい居住エリアを計画的に形

成し、移住・定住者を増やします。 

 

都市部からのＵターン者や地元に残った次世代の若者が関西に通勤した

り、地元でクリエイティブに働くなど、活躍できる地域をつくります。 

 

＜施策の方向性＞ 

○ 自然と歴史が調和する洗練された移住・交流エリアの形成 

都市部を離れ、子育て環境がよく自然が豊かな嶺南地域に居住する人向

けに、古民家リノベーションや体験農場を整備するなど、憧れの生活エ

リアを形成 
 

○ 新幹線駅周辺のリ・デザイン（街の再設計） 

駅周辺に子育て支援施設、関西から通う専門医が診療する医療機関等を

整備し、子育て、医療、教育環境をレベルアップ 
 

○ 就職希望創出型の企業誘致 

製造業のほか、ＩＴやサービス業・本社機能等、Ｕ・Ｉターンしたくな

る多様な業種の本社やサテライトオフィスなどの県内進出を促進 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

  

 
 

福井県高速交通開通アクション・プログラム 
 

平成２８年３月策定 

平成３０年３月改定（若狭湾エリア地域構想追加） 
 

福井県（総合政策部政策推進課）  

〒９１０－８５８０ 福井市大手３丁目１７－１  

TEL   ０７７６－２０－０２５８ 

FAX   ０７７６－２０－０６２３ 

E メール        seisaku@pref.fukui.lg.jp 

URL         http://www.pref.fukui.lg.jp/doc/seiki/actionpro/actionpro.html 


